
穀

象

耐

熱

性

0) 

穀
象
成
識
の
高
温
に
劃
す
る
抵
抗
力

内

容

一
、
緒

言

二
、
初
料
及
び
方
法

ー
彼
陪
暢
結
果
殖
に
考
察

4
、
温
岨
鴨
川
に
依
る
厩
宙
博
現
像

ー、
E
冊

担車

il 

官E

2
、
温
度
及
び
接
岨
同
時
間
と
筋
俸
と
の
関
係

3
、
蹴
市
博
の
俊
復

て
脱
出
成
虫
に
封
す
る
混
熱

ω
致
死
作
用

ー
、
温
度
及
び
接
問
時
聞
と
致
死
と
の
関
係

-
、
緒

雷

就
、、
て
第

報

孝

般
象
の
耐
無
位
に
就
い
て

第
一
報

現
在
我
圃
に
於
け
る
貯
殺
害
虫
の
積
磁
的
防
除
法
は
殆
ど
嬬
楽
に
依
る
の
み
で
あ
る
が
、
之
は
主
要
貯
設
が
耐
熱
性
の
弱
い
玄
米
で
あ
り
、

農

全

土

屋

者保2
、
厳
市
博
と
致
死
と
の
欄
係

3
、
大
い
き
硲
に
雌
雄
に
依
る
耐
am俊
の
相
塗

ハ
、
銀
粒
内
成
虫
に
射
す
る
淑
am
の
致
死
作
用

ー
、
温
度
及
び
緩
鯛
時
間
と
致
死
と
の
欄
係

2
、
脱
出
成
虫
及
び
披
粒
内
成
虫
に
桝
到
す
る
温

勲
の
致
死
作
用
の
比
鮫

3
、
慮
理
般
家
の
叡
粒
脱
出
能
力

図
、
指

要

五、

a

文

舷

考

一一一一五



而
も
之
b
L
依
製
じ
て
倉
庫
内
に
保
管
す
る
奮
来
の
方
訟
に
依
っ
て
貯
離
す
る
事
に
碁
〈
様
T
あ
る
。
錯
し
そ
れ
の
み
に
限
ら
守
、

-
般
貯
蹴

段
曲
車
の
耐
熊
笹
に
就
い
て

宙
開
一
般

一-二六

物
責
の
筈
晶
防
除
に
は
、
肱
米
諸
岡
に
於
て
行
は
れ
る
如
く
、
高
温
低
温
等
の
利
用
に
依
る
物
理
的
防
除
法
を
も
考
慮
し
て
然
る
可
き
で
は

友
い
か
と
思
ふ
。

温
熱
に
依
る
官
官
越
の
防
除
に
闘
し
で
は
米
闘
に
於
て
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
製
粉
工
場
に
於
て
は
既
に
賓
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
穀

象

。ah
g
寺
-
6
B
4
H
a

同

t

並
に
近
似
種
の
グ
ラ
ナ
リ
ヤ
慰
貌

q
a
h
a
a
a
E
h『
『
白
星
玄
白
円
、
.
は
屡
k

温
熱
駆
除
の
封
栴
と
た
り
‘

そ
の
致

死
温
度
に
闘
す
る
報
告
も
砂
く
友
い
。

U
E冨
《
一
ル
ご
V

は
穀
象
成
島
幽
堂
小
委
粉
と
棋
に
徐
K

に
加
熱
し
た
場
合
靖
氏
四
七
・
八
度
が
致
死
的

、J

叉
同
様
に
し
て
高
温
に
念
激
に
曝
露
し
た
場
合
は
四
六
・
一
度
に
}
二
時
間
接
鱗
さ
せ
る
と
致
死
的
で
あ
る
と
蛮
表
し
た
ゆ
。
叉

切
除
。
同
日
並
に

n
e官
。
温
竺
九
一
画
V

は
毅
象
と
グ
ラ
ナ
リ
ヤ
袈
象
と
に
就
き
耐
熱
性
を
比
較
し
、
穀
象
は
宇
一
六
・
哲
f
一
一
五
度
で
は
九
日
、
四
八
・

九
度
で
は
三
時
間
、
五
回
・
四
度
で
は
一
ニ

0
分
間
で
死
に
至
る
と
述
べ
て
ゐ
る
例
ト
最
近
に
至
り
の

g申
書
〉
沼
周
一
望
ヨ
は
玉
笥
黍
の
害
惑
の

温
熱
騨
除
に
闘
す
る
研
究
を
試
み
、
穀
象
成
訟
は
五

O
度
に
一
A
U
分
、
四
二
度
に
二
四
時
間
接
網
さ
せ
る
と
全
部
熱
殺
し
得
る
刊
と
述
べ
て

ゐ
る
。
之
等
の
研
究
成
績
は
底
理
温
度
並
に
接
蝿
時
閣
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
且
貰
験
の
方
法
も
著
し
く
異
っ
て
ゐ
る
の
で
直
接
比
較
す
る

で
あ
り
、

諦
に
は
行
か
な
い
が
、
先
づ
必
占
y

し
も
同
一
の
値
を
一
示
す
も
の
と
は
首
ひ
難
い
。

我
固
に
於
て
は
玄
米
が
比
較
的
熱
に
弱
い
と
と
、
倉
庫
の
構
造
、
粧
品
質
等
の
閥
係
か
ら
、
温
熱
に
依
る
貯
穀
筈
怠
駆
除
の
竃
絡
に
は
幾
多

の
困
難
が
あ
り
、
玄
米
に
御
す
る
限
り
平
念
に
は
笠
み
難
い
が
、
此
度
政
府
に
於
て
は
主
要
穀
物
以
外
の
食
糧
貯
離
を
も
企
圃
し
て
居
り
、
，

叉
火
力
乾
燥
法
が
改
良
さ
れ
進
歩
す
る
に
及
ん
で
は
之
が
賞
施
も
強
ち
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
繭
其
他
の
加
工
口
聞
の
害
過
に
就
い
て
は
比

・0

・

較
的
多
く
の
報
告
が
あ
り
、
又
基
漕
で
は
移
出
果
賞
。
加
熱
消
毒
が
企
て
ら
れ
て
鴨
朝
鮮
に
於
け
名
ワ
タ
ヒ
ヂ
ナ
ガ
ザ
ウ
ム
シ
の
温
熱
駆
除



、J

は
慨
は
賓
施
せ
ら
れ
て
ゐ
M
e
p
と
一
高
ふ
。
前
述

ω叫
憾
な
事
情
か
ら
貯
殺
申
青
島
叫
に
糊
す
る
ζ

の
浦
商
の
研
究
は
塞
々
た
る
も
@
守
、
儲
か
陀
穀

a
a
 

・m
.
そ
の
他
比
一
糊
す
る
犬
圃

A
5闘
も
、
ヨ
タ
ヌ
ス
ト
予
ド
キ
に
就
い
て
の
篠
山

2
・
泣
き
口
、
奏
蛾
に
就
いい
て
の
春
川
並
に
繍
代
三
九

、J

面
予
の
報
告
を
見
る
位
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
昆
議
院
罰
す
る
高
温
の
致
死
作
用
は
生
理
、
生
態
接
的
立
場
か
ら
見
て
も
茜
だ
軍
要
注
問
題
で
、
従
来
費
表
せ
ら
れ
た
あ
昆
怠
句
致
死

、，，，、，
J

噌
品
。
幽

温
度
比
側
ず
る
報
告
は
牧
町
事
に
迫
念
也
畳
程
で
あ
る
い
ノ

F
S
E
6
2
《
一
角
)
一
、
一
角
〕
吉
〈
E
は
昆
轟
に
封
ず
る
熟
作
用
の
理
論
を
樹
立
し
て
偉

A
U
 ---

大
ゑ
功
績
配
遣
し
‘
最
近
で
は
匂

3
8
A
3
3芝
峨
従
来
の
研
究
を
綜
合
し
て
約
五

O
種
の
昆
品
。
致
死
温
度
を
表
示
し
、
本
が
大
韓
五

鍛
畿
の
劃
知
性
に
就
い
て

第
一
一
徹

二
一・必

O
度
酎
逝
に
あ
る
と
之
を
指
摘
し
た
。
然
し
同
種
の
昆
惑
と
難
も
、
致
死
温
度
は
研
究
者
に
依
り
必
令
し
も
一
致
し
な
い
.
之
は
前
述
せ
る

穀
放
の
致
死
混
度
に
闘
す
る
諸
報
会
を
通
喧
L
て
も
明
で
、
と
の
事
一
同
材
料
た
る
昆
過
の
耐
熱
性
に
醐
す
港
側
鴨
的
抽
変
動
が
犬
き
い
と
と
及

び
賓
験
方
訟
の
利
遣
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
唯
一
つ
の
研
究
成
績
を
以
て
淑
熱
騨
除
の
準
織
と
鴛
す
は
甚
だ
危
険
と
云
は
た
け
れ

ば
た
ら
な
い
。
此
出
嵐
広
於
て
著
者
は
我
岡
に
於
け
る
貯
般
の
寄
越
毅
象
の
耐
熱
牲
を
制
発
し
・
以
て
温
熱
の
致
死
作
刷
の
ニ
捕
を
明
に
す
る

と
裳
に
之
が
防
除
上
の
効
果
を
窺
知
せ
ん
と
し
、
成
島
幽
に
就
き
珊
か
賓
験
を
試
た
の
で
‘
教
に
一
文
を
草
し
て
大
方
の
叱
正
を
乞
ふ
弐
第
で

あ
る
。向

本
稿
b
k
草
す
る
に
嘗
り
、
御
多
忙
中
御
校
聞
の
勢
U
3
賜
り
た
る
京
大
教
樗
鏑
本
外
岐
雄
博
士
に
深
厚
た
る
謝
意
を
表
す
る
。

Z
、

材

料

及

び

方

法

昆
鐙
の
耐
熱
性
一
を
見
る
に
↓
へ
憤
こ
う
の
方
法
が
あ
る
。
印
ち
供
試
怠
を
生
活
組
温
よ
り
い
定
の
割
合
で
徐
k

に
上
昇
す
る
気
温
ゅ
に
場
銭



跡
取
象
の
耐
験
世
に
就
い
て
'
第
一
般

一一二八

ず
る
の
が
共
の
一
で
あ
り
、
強
め
保
た
れ
た
所
定
高
温
に
所
定
時
間
突
然
曝
露
す
る
の
が
共
の
こ
で
あ
る
。
前
法
は
謂
は
ゆ
る
致
死
温
度
の

決
定
に
屡
々
用
ひ
ら
れ
る
が
、
一
般
に
温
熱
の
致
死
作
用
に
は
接
蝿
時
聞
が
重
大
友
要
素
と
し
て
開
興
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
誼
確

な
る
表
現
に
は
後
者
に
依
る
と
と
が
必
要
マ
あ
る
e

本
資
験
は
特
に
断
た
き
場
合
は
第
二
法
に
従
ひ
次
の
三
項
目
に
就
き
調
費
し
た
。

て

温

熱

κ依
る
穀
象
成
践
の
麻
揮
現
象

二
、
洞
化
後
穀
粒
を
股
出
せ
る
成
鐙
(
以
後
脱
出
成
量
と
略
構
す
る
)
に
劃
す
る
祖
熱
の
致
死
作

m

一
二
、
羽
化
せ
る
も
未
だ
蹴
出
せ
守
し
て
穀
粒
内
に
潜
む
成
品
(
以
後
般
粒
内
成
盆
と
略
構
す
る
〉
に
封
ず
る
視
熱
の
致
死
作
用

之
等
の
項
目
に
就
い
て
は
大
儒
同
様
な
方
法
を
以
て
調
査
し
た
が
、
細
部
に
至
。
て
は
異
る
所
も
あ
り
、
と
の
鮪
に
闘
し
で
は
以
下
順
を

迫
っ
て
記
述
す
る
と
と
に
ナ
る
。

材
料
た
る
成
績
は
、
首
研
究
所
倉
庫
に
於
て
揮
集
せ
る
穀
象
守
麗
氏
二
五
度
の
許
に
玄
米
(
旭
、
水
分
合
量
一
五
%
内
外
〉
中
に
蕃
殖
せ

し
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
組
て
穀
粒
を
股
向
後
一

O
T二
0
日
間
同
僚
件
の
下
に
経
過
せ
る
成
島
闘
を
供
試
し
た
・
之
等
は
全
く
成
熟
の
域
に

越
し
、
生
活
力
も
最
も
旺
盛
な
る
が
如
く
見
え
る
か
ら
で
る
る
・
勿
論
賓
験
に
は
特
に
奮
育
の
惑
い
も
の
並
に
形
蹴
の
異
常
な
も
の
は
之
を

除
外
し
た
。
又
態
粒
内
の
成
掻
は
外
部
よ
り
容
易
に
透
視
し
得
る
か
広
そ
の
撰
別
に
は
至
便
で
あ
る
。

供
試
轟
b
E
高
温
に
突
然
曝
露
す
る
に
際
し
、
他
要
素
の
介
入
を
出
来
る
だ
け
避
け
る
詩
次
の
如
を
方
法
に
従
っ
た
。
帥
ち
一
端
に
粧
の
附

い
た
虞
鎗
製
金
網
細
筒
(
便
一
・
五
糎
、
長
さ
四
糎
、
金
網
製
の
査
を
附
す
)
に
供
試
惑
を
幽
閉
し
、
之
を
強
め
所
定
温
度
に
保
っ
た
電
気
恒

温
乾
燥
緑
内
に
そ
の
上
面
の
孔
よ
b
投
入
し
、
所
定
時
間
粧
過
の
後
に
素
早
く
紐
を
引
い
て
取
り
出
し
、
そ
の
結
果
注
調
べ
た
、
か
く
て
乾

燥
器
扉
の
開
聞
に
依
る
務
内
温
度
の
費
動
b
L
挫
け
、
所
定
温
度
、
所
定
時
聞
の
曝
鴛
生
可
及
的
に
正
確
た
ら
心
め
ん
と
と
を
期
し
た
a
然
し



一
時
間
以
上
の
曝
露
に
際
し
で
は
、
乾
燥
器
の
性
能
上
一
度
位
の
上
下
型
動
は
菟
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
と
の
際
乾
燥
器
内
の
漁
度
は
別

に
調
節
を
行
は
な
か
っ
た
。
賓
験
は
昭
和
二
ハ
年
一

O
R
l
一
二
月
に
貰
施
じ
た
か
ら
、
賓
験
の
初
期
と
末
期
と
で
は
犬
信
用
撮
に
も
相
官
の

聞
き
が
あ
る
可
く
、
特
に
雨
天
曇
天
の
日
は
賓
験
を
避
け
た
が
、
全
期
聞
を
逝
や
'
れ
ば
日
に
依
る
器
内
の
漁
度
に
は
若
干
の
差
異
が
あ
っ
た

に
建
ひ
念
い
。

前
述
の
第
一
項
に
於
け
る
温
熱
麻
俸
の
調
官
慨
は
官
。
だ
は
、
底
理
穀
象
を
そ
の
外
見
的
欣
態
に
依
り
便
宜
上
弐
の
三
段
階
に
別
っ
て
そ
の

数
を
求
め
る
と
と
に
し
た
。

て
歩

行

備1

開

治
設
な
る
と
遅
鈍
な
る
と
を
問
は
や
、
有
も
歩
行
b
t
箆
し
得
る
例
暢

二
、
微

動

f問

骨経

轄
倒
仁
た
ま
L
歩
行
し
得
歩
、
僅
か
に
阪
、
簡
角
。
み
を
動
か
す
側
関

一戸一、麻

樺

f悶

開

肢
を
「
ミ
」
の
字
型
に
仲
し
、
岬
胸
角
を
垂
れ
て
強
直
し
‘
全
く
動
か
ざ
る
側
関

然
し
と
の
直
分
は
絶
封
的
の
も
の
で
は
た
く
・
時
聞
の
経
過
と
共
に
微
動
せ
る
も
の
が
歩
行
し
始
め
、
叉
麻
簿
欣
態
に
あ
る
も
の
が
微
動

し
出
す
と
と
も
あ
り
、

一
連
の
移
行
し
得
る
欣
態
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
定
は
乾
燥
器
よ
り
取
り
出
し
た
直
後
左
る
可
く
早
く
之
を
行
ひ
、

そ
の
後
の
費
動
は
考
慮
に
入
れ
な
い
と
と
に
し
た
。
致
死
伺
偶
数
の
調
査
に
賞
つ
て
は
、
底
理
直
後
の
供
試
議
の
麻
樺
よ
舞
死
と
の
医
別
が

間
維
な
る
潟
、
輝
氏
二
五
度
、
渦
度
約
七
五
%
ば
二
四
時
間
保
護
し
、
然
る
後
に
動
不
動
に
依
っ
て
そ
の
生
死
乞
判
別
し
た
。
穀
粒
内
成
怠

は
島
理
後
二
五
度
に
二
四
時
間
保
護
し
、
然
る
後
に
穀
粒
を
破
推
し
て
そ
の
生
死
を
決
定
し
た
。

尚
之
等
の
賓
験
を
通
じ
て
封
照
医
を
設
け
左
か
っ
た
が
、
正
常
な
る
股
出
成
越
は
絶
食
の
健
二
五
度
に
二
措
置
夜
幽
閉
さ
れ
て
も
死
に
至
る

も
の
が
殆
ど
訟
か
O
た
震
バ
封
照
医
の
必
要
を
認
め
友
か
う
た
の
で
あ
る
。
之
は
廃
理
を
受
け
た
穀
象
で
も
接
情
時
聞
が
短
い
場
合
に
は
金

殺
虫
の
耐
且
同
世
に
就
い
て

第
一
服

一-
二
九



訟
象
の
耐
且
耐
性
に
就
い
て

第
一
服

三一

-
C

然
築
死
す
る
も
の
が
な
い
と
と
か
ら
見
て
も
認
容
さ
れ
る
と
思
ふ
。
叉
穀
粒
内
成
趨
は
毎
日
被
害
粒
よ
り
撰
ぴ
出
さ
れ
た
も
の
で
、
資
輸
前

に
阪
に
死
せ
る
も
の
は
先
づ
友
い
と
見
て
よ
〈
-
そ
の
後
二
重
夜
以
内
に
舞
死
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
無
躍
し
縛
る
程
度
に
過
ぎ
な
い

富
曹
を
碓
め
た
土
、
敢
て
針
附
匿
の
設
置
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。

ィ
、
温
熱
に
依
る
麻
捧
現
象

--T
賓
験
結
呆
並
広
考
察

昆
串
離
は
異
常
な
る
高
温
に
曝
鉱
さ
れ
る
と
先
づ
証
燥
的
危
間
蹴
献
態
に
島
知
り
、
や
が
て
轄
倒
し
て
僅
か
に
肢
、
蝿
角
を
徴
動
さ
せ
‘
遂
に

A
V

、J
、J

は
温
熱
に
依
る
麻
簿

2
2
2唱。『・
5
『
g
2
8
9
5
5帽官
E
M
B
V
G
Oは
い
色
起
し
て
強
直
し
全
く
動
け
な
く
放
る
。
そ
し
て
と
の
麻

昨
秋
態
の
持
績
が
一
定
期
聞
を
超
過
す
る
&
死
の
樽
機
を
と
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
a

然
し
麻
樺
炊
態
に
あ
る
昆
訟
は
再
び
遁
営
危
る
環
境

に
反
さ
れ
る
と
麻
停
の
程
度
に
依
り
一
時
的
に
或
は
正
常
紋
態
に
検
復
す
る
と
と
が
あ
る
・
剖
ち
切

E
2
5
h開
唱
の
謂
は
ゆ
る
永
久
的
麻
樟

、J

一
時
的
麻
揮

2
a
p
z
a岳
自
営
宅
跡

g
a
g同
刊
と
は
後
者
を
指
す
も
の
で
あ
る
0
・
如
是
‘

内
可
申

B
史
認
ロ
お
宅
跡
2
5
S司
『
市
)
は
前
者
を
、

抽

m
に
依
る
鮮
市
博
は
或
る
桂
度
ま
で
可
避
的
で
あ
り
、
致
死
現
象
は
不
可
逆
的
で
あ
る
が
・
雨
者
は
連
続
的
危
一
一
過
程
で
あ
っ
て
貨
際
問
題
と

し
て
は
相
互
に
不
可
分
た
閥
係
に
あ
る
と
云
ふ
と
と
が
出
来
る
。
嘗
て
宮
、
，
同
組
問
が
「
熱
に
依
っ
て
生
じ
た
麻
障
は
そ
の
接
慣
の
時
間
さ
へ

A
V
 

噌

-a

充
分
で
る
れ
ば
確
か
に
不
可
逆
的
で
あ
俸
に
」
と
一
五
っ
た
は
、
正
に
と
の
閣
の
消
息
を
諮
る
も
の
で
る
ら
う
。

数
値
鳳
に
針
す
る
温
熱
の
致
死
作
用
を
調
べ
る
に
賞
り
、
先
づ
と
の
底
解
療
現
象
を
知
る
必
要
が
あ
り
鞠
か
貰
輸
を
試
み
た
の
で
究
に
そ
の
成

輯
b
E
越
川
1

る。



〈

1
v

麻

揮

理.

度

一
回
開
穀
象
が
ど
の
位
の
高
温
で
麻
樺
を
起
す
か
を
先
づ
費
明
す

る
必
要
が
あ
る
@
そ
と
で
穀
象
成
品
を
両
側
金
網
張
り
の
小
硝
子

管
に
幽
閉
し
、
之
を
一
一
-
十
度
よ
り
約
二
分
に
一
度
の
割
合
で
上
昇

ず
る
集
温
に
曝
露
し
て
何
度
で
肺
捧
欣
態
に
陥
る
か
を
外
部
よ
り

甑
察
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
第
一
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
と
の

際
温
度
。
上
昇
に
伴
ふ
穀
象
。
行
動
を
概
述
す
る
と
共
の
如
〈
で

あ
る
e。

|
三
五
度
:
・
・
:
正
常
に
歩
行

コ
.五
!
回
O
度
:
:
:
歩
行
指
穣

問

O
l
四
五
度
;
・
・
・
歩
行
閏
飢

四
五
l
四
七
度
i
i歩
行
失
第
に
綬
漫
と
反
り
静
止
す
る
も
の

麻
揮
す
る
も
の
を
生
宇

四
七

I
四
八
度
t
:
:歩
行
極
め
て
緩
漫
、
静
止
す
る
も
の
大
部

分
、
牟
敷
は
麻
捧
強
直
す

四
λ
j四
九
度
・
・
・
・
・
・
殆
ど
全
部
強
直
す

鍛
象

ω耐
熱
性
に
就
い
で

第
一
報

度

醐醐|侠醐r-;腕 揮 教

I 460 I 470 I伊 I49
0 I 5伊 I51

0 

10 。 。 7 8 10 10 10 

E " 
。 。 Q 。 5 8 10 

E 骨 。 。 4 7 8 10 10 

IV " 
。 。 1 5 10 10 10 

v " 
。 。 Q 7 10 10 10 

百 11 。 1 8 10 10 10 10 

v1[ " 
。 。 6 10 10 10 10 

VJ " 
。 1 7 10 10 10 10 

E " 
。 。 5 7 10 10 10 

X " 
。 。 5 7 10 10 10 

計 1∞ 。 2 43 71 田 98 1∞ 、

温庫比百第一表

一一一一一一



般
象
の
耐
和
銀
慢
に
聴
い
て

第
一
線

四
九

l
五
O
度
・
:
:
全
部
隊
樺
赦
態
に
陥
る

一一一一一一一

第
一
衰
を
見
る
と
、
四
六
度

l
四
七
度
が
麻
樟
を
起
す
最
低
温
度
の
如

4
で
あ
り
、
.
之
が
切
C
E
E
E
V
B慣
の
調
は
ゆ
る
第
七
段
階
「
軸
却

に
依
る
如
費
喪
失
の
開
始
」
川
引
に
相
禽
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
約
半
数
が
肱
樺
猷
態
に
陥
る
間
七
度
を
以
て
麻
揮
温
度
と
見
る
と
と
が
出
来

る。
〈

2
v

温
度
及
び
接
簡
時
間
と
廊
揮
と
の
閥
係

俸
制
煙
率
(
爾
後
単
に
歩
行
量
卒
、
徴
動
率
、
麻
揮
車
・
と
略
稿
す
る
》

費
象
成
畠
を
、
五

O
l
一
O
O度
聞
の
六
種
の
致
死
高
温
に
め
る
所
定
時
間
時
露
し
た
場
合
に
於
け
る
歩
行
佃
担
率
、
徴
動
個
開
率
、
麻

、

を
示
す
と
第
二
表
の
如
〈
で
あ
る
。

今
鹿
理
温
度
五

O
度
の
場
合
を
例
に
と
っ

τ闘
示
す
る
と
第
一
一
闘

の
如
〈
で
あ
り
、
隣
市
博
率
と
接
個
別
時
間
と
め
聞
係
は
S
字
型
の
曲
線

で
裂
し
得
る
事
が
わ
か
る
@
師
ち
庫
県
樺
倒
聞
は
接
鯛
時
間
四

1
A分

聞
に
急
滋
た
増
加
を
一
示
し
、

一
O
A
7に
し
て
一

O
O
Mに
撞
す
る
。

歩
行
事
は
麻
陣
率
と
は
反
劃
に
接
縄
時
聞
が
長
く
な
る
に
従
心
て
減

少
し
、
そ
の
聞
係
は
逝
S
字
型
の
曲
線
で
表
さ
れ
る
。
又
徴
動
率
は

接
蝿
時
聞
の
延
長
と
共
に
増
加
す
る
が
、
約
四
分
の
所
で
最
大
値
に

撞

L
以
後
は
減
少
す
る
@
之
を
要
す
る
に
、
歩
行
率
の
減
少
と
共
に

接鏑時間と麻簿率、微動君事

歩行率との闘係〈問。C)

第一圃

廊1闘 争ーー+一一
億碕寧 骨ー._...(ト・ー.-ー
歩仔期 ・ 。園田一+ー-~

10 

ーく分〉

e 

間時

... 
援'閥

2 

100 

震80
rヘ
徴

助30

t伊
行
v 40 
~ 
〆「

彫20

。



温度並に時間と麻揮軍事.徴動運転.歩行事

S元S\理~賀駿~番~望書ー
関ド

E 卒 均

温度1時間 選鼠1:f4!I:動l'行
供議|帥|欄|歩行 麻揮j微動μI歩行'
教教数量買 率%ヨ慎 重手%

5秒 50 。。50 回 。。田 。。1∞ 
10" " 

。1 49 " 
。6 44 O. 7 93 

1α)00 
15 ... " a 7 32 " 41 6 3 62 13 35 . 
2011 50 。。 回 。。1∞ 。。

骨 H 

。。50 50 。。50 。。1∞ 
10市 p 。4 46 H 。1 49 。5 95 

9Q00 
28 6 16 " 19 5 26 47 11 42 

20" 措 47 3 。" 48 2 。95 5 。
15秒 50 。1 49 5O 。1 49 。.2 98 

加， " 16 10 24 " 4 8 38 却 18 62 
8000 

25" 11 44 6 。" 31 12 7 75 18 7 

苗 n " 49 1 。" 50 
。。99 1 。

25砂 回 。。50 回 。。田 。。1∞ 
3011 11 10 10 30 11 11 10 29 21 却 59 

7000 35" " 25 9 16 H 34 9 7 59 18 23 

40 " " 46 4 。" 50 
。。96 4 。

45" " 50 
。。担 50 。。1{)0 。。

4Q秒 回 。。50 田 。1 49 。1 99 

宙開 " 10 12 28 " 2 18 30 12 30 回

6000 60" " 38 9 3 " 28 9 . 13 66 18 16 

70" " 45 5 。" 46 2 2 91 7 2 

8011 " 回
。

" 50 
。。1∞ 。。

1分 50 。。50 回 。。田 。。1∞ 
211 " 

。13 37 " 
。19 31 。32 68 

4 " 
H 2 29 19 

" 
10 31 9 12 60 28 

図。c
6 11 25 19 6 担 15 2 回 34 8 骨

" 
48 2 。" 49 1 。ff1 3 。

101) I If 印 。。
" 50 

。。1 1∞ 。。
一 千←一 一 一

第 二表

輔
副
袋
の
耐
無
煙
位
就
い
℃

第
一
一
徹

一一一一一一『一



設
象
の
耐
無
償
に
就
』
て

第
一
鰻

三
二
回

微
動
指
帯
は
増
加
し
、
微
動
率
の
減
少
と
共
に
麻
揮
率
は
増
加
寸
る
と
云
ふ
開
係
が
成
立
つ
が
、
之
は
供
試
個
慢
が
歩
行
よ
り
情
動
を
経
て
蹄

揮
に
陥
る
過
程
を
と
る
首
然
の
結
果
で
あ
る
。

第
一
一
表
よ
り
一

0
0
2麻
揮
を
起
す
に
要
す
る
接
蝿
時
間
と
温
度
と
の
聞
係
、
並
に
全
く
麻
樺
も
微
動
も
起
さ
な
い
最
E

蓑
燭
時
開
L」

温
度
よ
の
閥
係
を
圃
一
不
す
る
と
、
第
四
圃
に
於
凶
切
る

I
及
び

aの
二
品
線
P
如
〈
で
あ
る
。
今
恒
り
に
前
者
を
一

oodw麻
簿
恋
・
曲
線
、
後

者
を
Q
U
W
麻
揮
葱
曲
線
と
呼
ぶ
と
と
L
す
れ
ば
、
麻
痔
現
象
は
綿
て
と
の
こ
う
の
曲
棋
に
挟
ま
れ
た
る
部
分
に
於
て
の
み
起
h
v
得
る
と
一
再
ふ

事
が
出
来
る
。
叉
と
の
二
曲
線
の
時
間
的
間
隔
は
温
度
の
上
昇
と
共
に
狭
く
な
っ
て
ゐ
る
が
、
之
は
毅
象
が
麻
樺
欣
態
に
陥
る
接
簡
時
間
の

例
慢
に
依
る
嬰
動
が
、
温
度
の
上
昇
と
共
に
少
く
な
る
と
と
を
示
す
に
外
な
ら
な
い
。
叉
と
の
一

O
O
%廊
揮
率
曲
線
か
ら
・
凡
そ
何
底
の

温
度

ι何
分
間
曝
露
す
れ
ば
一

oodmの
麻
療
を
起
S
せ
得
る
か
を
知
る
事
が
出
来
る
。
卸
ち
五

O
度
で
は
一

O
分
を
要
す
る
が
大

O
庄
で

は
一
企
二

O
秒
に
過
ぎ
歩
、
温
度
の
上
昇
と
芥
に
接
絹
時
聞
は
短
縮
す
る
が
、
そ
の
短
縮
率
は
次
第
に
減
じ
九

O
度
と
一

O
O度
で
は
殆
ど

差
異
が
見
ら
れ
な
M
U

。

(
3
v
 
麻

庫

の

候

捜

温
鶏
底
理
を
受
け

τも
死
広
至
ら
&
γ
L
て
麻
樺
蹴
態
よ
り
核
復
し
た
般
象
成
患
が
ど
の
位
の
生
存
能
力
を
有
す
る
か
は
、
そ
の
鹿
理
の
程

度
に
依
り
著
し
く
異
っ
て
来
る
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
今
六

O
度
|
二
分
一
一
一

O
秒
及
び
六

O
度

1
E分
の
温
熱
底
理
を
受
け
て
核
復
し
た

毅
象
。
生
存
能
力
を
制
ぺ
た
結
果
を
示
す
と
第
一
一
一
去
の
如
く
で
あ
り
、
賓
験
ー
を
圃
一
不
す
る
と
第
二
闘
の
通
り
で
あ
る
。

此
虞
で
生
存
率
と
は
供
試
綿
敢
に
劃
す
る
生
存
品
数
の
百
分
率
で
あ
る
。
第
一
一
一
表
に
於
け
る
賓
験
第

I
K就
い
て
見
る
と
、
と
の
二

ο日

問
に
鑓
死
せ
る
も
の
拡
鹿
理

E
K於
で
ニ
一
・
四
三
弱
、
針
闘
い
医
n
無
鹿
理
匝
v
k
於
伊
』
↑
七
dwで
あ
O
て
、
前
者
に
於
て
僅
か
に
高
雄
停
で
る



温熱底理を受けた義離の生存率

書賓量聖産書 医 lぷ:1 1 I 2 I 3 4 15 1 6 I 1 8 9 

aoO_2分30砂 378 邸.田 民 03153.!J752.部 46.56 44.44 41.27 

室主 照 1∞ 99 97 1 96 fl6 95 92 91 90 

600-2分お秒 1∞ 70 66 65 65 65 65 61 58 58 

E 回。-3 分 1叩 4 4 4 4 4 4 3 2 2 

聖書 照 100 99 99 99 田 |田 鈎 泊 99 

7思竺110I川121川141引16¥ . 17 118 119 I 20 

600-2分忽場 39.68 38.36137.30 お.2435.71 35.19 お.19 お.60お 60

重苦 照 90 89 回 88 88 邸 回 85 田

印。-2分303 58 日 51 49 48 ~ 47 Ifl 47 47 47 

E)OOー 3 分 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

重喜 照 99 泊 99 99 99 99 四 99 99 
・

第三表

品
田
歯
車
の
耐
知
性
に
就
い
ru

第
一
線

温熱鹿理を受けた毅象戒鼠の

生存率と粧過日数〈賓融J)

第二闘

理

IrF k__j 
守一ーー司】

陸 2月一
一

に記
』、

一
」ー

t=t 
一

E h-H ~ 〉ー〈ト-<v 

」士 」 「→

2()， 

E慮I無慮理

18 ¥b 12. 14・

C日〉

8 、10

過日数

も

経

ヰ2 

zo 

。

、，u均
以

内

U
W

釦

@

4

生

存

率

(
M
N〉

る
に
過
ぎ
危
い
。
第
三
表
よ
り
明
か
な
る
如
く
、
虚
浬
を

此)¥)

受
け
て
依
復
し
た
設
象
の
死
亡
寧
は
最
初
の
二
週
間
に
比

較
的
高
率
を
示
す
が
.
そ
の
後
は
封
照
匿
と
同
程
度
で
あ

コ
一
二
五



般
象
ぬ
割
強
性
に
麓
い
だ

第
一
報

一一
L
H

る
。
二
分
一
一
一

O
秒
嵐
理
の
場
合
、
島
理
を
受
け
℃
&
引
き
建
っ
た
輪
以
象
の
六

o
r七
O
Uは
、
少
く
と
も
生
存
能
カ
よ
り
見
れ
ば
亘
常
欣
態
に

快
復
し
党
と
見
る
事
が
出
来
や
令
。ロ

、
脱
出
成
識
に
針
す
る
温
熱
の
致
死
作
用

異
常
高
温
の
致
死
作
用
の
様
相
を
明
に
す
る
鏡
、
設
象
成
癒
を
四

O
度
よ
今
一

O
O度
に
至
る
七
種
の
温
度
に
種
h

の
時
間
曝
露
じ
て
そ

の
致
死
伺
哩
数
を
調
ペ
た
が
、
そ
の
結
果
を
総
括
す
れ
ば
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。
以
下
之
に
つ
き
鞠
か
考
察
を
進
め
た
い
ー
と
思
ふ
。

第四表

股出成翁に封する温熱の致死作用

(
1
v
 

温吋時間|侠醐|致死舷|致死事i
一一一

4時間 4∞ 0 1 0 

8" I " I 18 I 4.00 
40 12" " 200 回.印

1ω 1 Mm8，gm 
却 11 I 11 j 4∞|削
20分 " 

g 2.26 

30" " 54 'Zl.∞ 
50 40" 開 127 印刷

" 375 93.75 

60" 開 お4 96.CO 
7011 " 4∞ 1∞.0 

一一
印秒 4∞ 。 。
90" 11 2 O.印

60 
1加 11 " 15 3.75 

150" " 168 42.∞ 
180" 11 371 94お

210 " " 4∞ 1∞.0 

45秒 ωo 5 1.25 
也 n " 44 江.∞

70 ーマ忘" 11 269 67.25 
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" 4∞ 1∞.0 ; 

15秒 400 1 0.25 
却市 " 4 1.∞ 

旬 25庁 11 1回 'Zl.25 
30 .. 11 勿? 94.笥
35" " 4∞ 1∞.0 

15秒 4∞ 。 。
1∞ 2011 " 175 43.75 

2511 肺 改氾 90.∞ 
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祖
国
院
並

κ接
燭
時
間
と
獄
死
離
と
の
欄
係



‘
今
、
第
四
表
よ
・
9
各
種
温
度
に
於
け
る
接
働
時
間
と
致
死
側
鰐
率
(
今
後
問
中
に
致
死
率
と
略
構
ず
る
)
と
の
閥
係
を
圃
示
す
る
と
.
第
一
一
一
同

に
見
ら
れ
る
如
〈
越
て
S
字
型
の
曲
柏
崎
を
昼
し
、
前
越
の
麻
揮
事
と
接
縄
時
間
と

〈一)圃第

吋

-m

各種温度に於ける接編時間と致死率忍の閥係(股出成轟)

-1o・
E砂〉

120 

時間

BO 

S裏 側

040 

100 

10 

。

殺
曲
思
の
耐
量
刑
燈
に
抽
腕
い
て

第
一
一
徹

の
開
係
b
L
一
訴
す
品
問
組
と
全
く
相
似
で
あ
る
。
之
は
耐
熱
性
の
側
櫨
的
費
動
が
確
率

第

各種温度に於ける接蝿時間と致死事との側係〈齢出成掻〉

，"0 i I i r c::;;:aay ~---

1200 

f二〉

720 960 

一一.' 

5() 6n η】a40 410 

接絹時間〈分〉

圃

+0 

数 回

死
40 

単

。釦 30

80 

の
法
則
に
従
ふ
こ
と
を
一
不

す
も
の
に
外
た
ら
た
い
。

第
四
表
を
見
る
に
、
四

O
度
に
於
て
は
四
時
間
以

上
の
接
簡
で
初
め
て
舞
死

ず
る
伺
慣
が
現
は
れ
、
八

ー
一
六
時
間
で
犬
部
分
が

二

0
時
間
で
全
部
が
舞
死

ず
る
e

同
様
に
五

O
度
で

は
二

O
分
の
接
備
で
舞
死

す
る
個
檀
を
生
巴
、
七

O

分
で
る
-
部
死
滅
し
、
又
六

O
度
で
は
一
分
一
一
一

O
秒
で

さ
コ
七



殺
畿
の
耐
熱
佐
に
就
い
て

第
一
戦

舞
死
す
る
佃
帽
を
生
じ
、
一
一
一
分
三

O
秒
で
全
部
死
滅
す
る
。
か
く
て
温
度
が
高
く
な
る
程
、
同
一
致
死
率
を
得
る
震
の
接
鯛
時
聞
は
短
〈
な

一
三
二
八

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
温
度
が
高
く
怠
る
程
短
時
間
の
接
織
で
高
度
の
致
死
率
を
得
る
と
と
が
出
来
る
。

叉
最
初
の
致
死
側
聞
が
現
は
れ
て
か
ら
全
部
が
死
に
至
る
ま
で
の
時
聞
は
、
四

O
度
で
一
六
時
間
、
五

O
度
で
五

C
分
、
六

O
度
で
二
分

第
四
表
に
依
り
、
温
度
を
横
軸
に
時
間
を
縦
軸
に
と

と
一
五
ふ
様
に
鹿
理
温
度
が
高
く
な
る
程
短
縮
し
よ
妙
高
温
の
致
死
作
用
が
よ
り
念
敢
な
る
事
が
窺
は
れ
る
。

っ
て
一

O
O
Mの
致
死
率
を
得
る
勲
、
並
に
致
死
桐
鱒

が
現
は
れ
始
め
る
賦
を
連
ね
て
見
る
と
、
第
四
闘
に
於

け
る
E
-
H
の
二
曲
線
の
如
く
に
た
る
。
絞
り
に
、
之

等
を
夫

k-oouw致
死
率
曲
拍
腕
、

oum致
死
率
曲
線

と
名
附
け
る
事
に
す
る
。
然
る
時
は
麻
揮
の
場
合
と
同

様
に
、
と
の
ニ
ワ
の
曲
績
に
固
ま
れ
た
る
郵
分
に
於
て

の
み
致
死
現
象
が
起
る
と
云
ひ
得
る
で
る
ら
う
・

横
山
博
士
は
ト
ピ
カ
ツ
ヲ
プ
シ
ム
シ
の
一

oeun死

滅
的
線
は
双
曲
線
を
注
す
も
の
で

b
ら
う
と
推
論
し
て

ゐ
る
が
、
著
者
の
結
果
も
大
檀
双
曲
触
を
呈
す
る
。
然

し、

一
O
O
%を
死
に
至
ら
し
め
得
る
接
繍
時
間
の
逝

麻庫率曲娘、致死率曲線及び致

死速度幽線(既出成訟〉

第四国

IV 0%致死率曲線

V 1∞%致死速度幽線

I 1∞%臨海~曲線
1 0.%師匠海軍事曲線

m 1∞1%政死事曲線

比-
鮫
致
死
謹
度

2 ハ
同 1.... 

x .... 
8 、J

3 

。



数
を
一

oouw致
死
速
度
と
し
、
之
を
各
温
度
に
封
し
賂
錯
し
て
見
る
と
、
第
四
圃
に
於
け
る

V
の
如
き
直
繰
に
近
い
S
字
裂
の
曲
線
が
得

ら
れ
る
。
と
の
曲
線
の
性
献
に
依
り
等
致
死
率
的
棋
の
性
献
が
決
る
揮
で
あ
る
が
、
之
が
呆
じ
て
一
本
の
直
線
よ
り
成
る
か
、
又
は
二
本
の

直
組
よ
り
成
る
か
、
或
は
S
字
裂
の
品
削
柏
献
で
あ
る
か
は
、
術
賞
験
在
重
ね
た
上
で
確
定
し
た
い
と
思
ふ
。

と
の
一

O
O
M致
死
事
曲
線
を
見
る
と
と
に
怯
り
、
凡
そ
何
度
の
温
度
に
何
時
間
接
鯛
せ
し
め
る
と
穀
象
成
越
を
全
滅
せ
し
め
得
る
か
の

見
常
を
う
け
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
と
で
米
固
に
於
け
る
研
究
の
結
果
と
著
者
の
成
額
と
を
比
較
し
て
見
る
に
、

U
E
Z
の
四
六
度
1
一一一

時
間
、
官
自
並
に
の
。
日
出
の
四
九
度
l
一
一
一
時
間
、
。

S
E
E
の
四
二
度

l
二
四
時
間
は
著
者
の
結
果
よ
り
も
接
絹
時
間
が
著
し
く
長

掛
田
曲
患
の
耐
熱
健
に
就
い
て

第
一
組

一一一
九

く
な
ワ
て
ゐ
る
。
又
切

E
F並
に
の
。
司
員
の
五
四
・
四
度

i
一一一

O
分
は
容
者
の
成
績
と
犬
随
一
致
し
て
ゐ
る
が
、

c
s
s
E
Z
の
五
む
度
1
・

+
O分
は
逝
に
著
く
短
く
た
っ
て
ゐ
る
。
著
者
の
賓
験
方
針
と
し
て
、
温
熱
の
作
用
を
最
大
限
に
直
接
的
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
接

鍋
時
聞
が
そ
の
他
の
方
法
&
以
て
し
た
諸
氏
の
結
果
よ
り
も
短
く
念
る
の
は
嘗
然
の
と
&
で
あ
る
。
極
め
て
乾
煉
せ
る
紙
態
の
許
に
更
に
敷

回
繰
り
返
し
た
貰
胎
で
は
、
脱
出
費
象
は
四

O
度

i
ニ0
時
間
、
五

O
度

l
七
O
分
の
曝
蕗
で
全
滅
す
る
と
と
が
由
明
か
に
た
っ
た
。

(2
v
 
出
癖
療
と
致
死
と
の
闘
係

‘

.w 

第
四
圃
b
E

見
る
と
、
一

O
O
U
W底
解
簿
率
曲
線

(
I
V
と
O
M致
死
容
幽
繰

(
W
V
と
は
七

O
廃
の
所
で
交
叉
す
る
と
と
が
解
る
。
と
の
事

は
、
七

O
度
以
下
で
は
供
試
惑
の
一

O
O
Mが
麻
樺
枇
態
に
陥
っ
て
も
未
だ
致
死
黙
に
達
す
る
側
輯
を
生
じ
た
い
が
、
と
の
温
度
以
上
に
な

る
と
各
個
舗
が
麻
樺
放
態
に
あ
る
時
聞
が
短
く
た
る
と
共
に
致
死
作
用
も
念
激
に
起
り
、

一
O
O
Mが
廊
樺
挽
雄

m陥
る
暗
に
既
に
致
死
紘

に
遣
す
る
佃
暢
が
現
は
れ
る
と
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
・
換
言
す
れ
ば
、
・
七
O
度
以
上
の
温
度
で
は
、
出
蝿
理
毅
抽
黙
の
全
部
が
一
一
揖
に
麻
揮
倣

態
に
あ
る
時
期
が
た
い
と
と
に
な
る
。



殺
曲
揮
の
耐
熱
慢
に
就
い
て
第
一
徹

今
、
各
温
度
に
於
℃
最
初
の
蹴
海
個
韓
が
現
は
れ
る
接
繍
時
間
と
全
部
が
麻
揮
に
陥
る
接
燭
時
間
と
の
中
閣
を
以
て
平
均
麻
樺
時
間
と
鍛

三
三
。

《
之
を
平
均
自
体
捧
持
続
時
間
と
仮
構
す
る
〉
は
次
の
弐
式
よ
り
算
出
す
る
と
と
が
出
来
る
。

定
し
、
之
を

p
で
裂
は
む
喝
同
様
に
し
て
乎
均
致
死
時
聞
を
t
で
識
は
せ
ぽ
、
各
温
度
に
於
て
各
個
聞
が
腕
擁
献
態
に
あ
る
時
聞
の
平
均
P

h
u
H
h
t
p』
回

但
し
幽
岡
市
坪
《
致
死
v

側
悼
の
尚
現
が
接
網
時
聞
に
針
し
て
疋
常
な
る
硝
事
的
績
を
な
す
や

否
ゃ
に
闘
し
て
は
亙
確
な
る
睡
眠
験
b
E
扶
く
か
ら
不
明
で
あ
り
、
従
っ
て
と
L
に
云
ふ
平
均
は

極
め
て
粗
略
な
も
の
で
あ
る
と
と
は
世
間
宮
倹
た
な
い
。

第
二
表
、
第
四
表
及
び
前
式
よ
り
、
各
温
度
に
於
け
る
平
均
麻
捧
持
続
時
閣
を
算
向
す
る

と
第
五
衰
の
如
〈
で
あ
る
・
邸
中
。
五

O
度
で
は
↓
へ
恒
二
二
分
間
の
麻
捧
欽
態
が
槙
〈
&
見
て

良
い
e

と
の
衰
を
見
て
明
か
な
る
如
〈
、
供
試
轟
が
麻
縛
紋
態
に
あ
る
時
聞
は
温
度
の
上
回
押

麻樺持績時間

¥j阻度時¥間平均致死|平均師平織(均秒時肱〉節
1時間〈秒4時間(秒〉待問

1∞ 22.5 15.0 7.5 

釦 26.0 15.0 10.0 I 

80 35.0 22.5 12.5 

70 75.0 35.0 30.0 

60 1印.0 侃 0 偲O

50 m∞1.0 360.0 1340.0 

第五表

同
ヒ
醐
係
に
あ
る
と
&
が
一
解
る
。

、
と
共
に
短
縮
す
る
が
、
そ
の
短
縮
事
も
同
時
に
漸
減
す
る
傾
向
b
E
示
し
、
温
度
に
封
し
前
述
の
廊
樺
率
曲
線
や
致
死
事
幽
棋
の
場
合
と
金
〈

《

3
v
-
大
い
さ
並
陀
雌
雄
に
依
る
耐
熱
性
の
相
違

耐
熱
性
の
調
査
に
嘗
り
、
桐
韓
に
依
り
耐
熱
性
に
著
し
い
雌
変
動
が
あ
る
と
と
を
屡
々
目
撃
し
た
が
、
と
の
一
因
と
し
て
側
鰭
の
犬
い
さ
が

関
係
す
る
と
と
は
想
像
に
様
く
た
い
。
そ
と
で
犬
養
を
位
客
せ
る
大
型
穀
象
を
材
料
、
と
し
て
、
之
を
犬
型
小
型
の
こ

E
K分
ち
大

O
度
に
二

分一同一
O
秒
曝
露
〈
之
は
前
述
の
結
果
よ
O
見
る
に
犬
憧
五

O
d
mを
殺
し
得
る
底
理
で
あ
る
V

せ
し
め
た
後
夫
h

の
致
死
佃
冊
数
を
調
べ
て
見



h
R
a

そ
の
結
果
は
第
六
表
に
示
す
蜘
4
で
あ
る
。
但
し
大
型
ξ
は
便
宜
上
、
前
胸
背
板
前
縁
よ
り
尾
端
に
至
る

長
さ
が
一
一
一
粍
以
上
の
も
の
を
謂
抗
日
、
小
型
と
は
一
一
一
馬
未
満
の
も
の
を
掃
す
の
で
あ
る
・

と
の
表
に
依
り
、
犬
型
控
象
は
小
型
襲
象
主
り
も
耐
鏑
世
が
著
し
く
強
い
と
と
が
知
ら
れ
る
・
大
型
穀
象
は

軸
掃
の
油
開
導
に
依
る
韓
温
の
上
昇
が
遁
れ
る
と
と
、
穂
積
に
封
す
る
開
表
一
聞
の
割
合
が
少
い
た
め
水
分
の
礎
失
が

少
い
と
と
及
び
幼
晶
時
代
の
環
境
が
良
か
っ
た
需
に
生
活
力
に
於
で
も
優
っ
て
ゐ
る
と
と
等
の
理
由
に
依
り
、

小
型
教
象
よ
り
も
耐
熱
性
が
強
い
と
想
像
さ
れ
る
。

叉
賓
験
範
圏
内
で
は
、
耐
熱
性
に
は
雌
離
に
依
る
一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
い
。
著
者
の
材
料
は
前
述
の
意

味
で
雄
の
方
が
種
分
大
き
い
様
に
見
受
け
ら
料
た
が
、
と
の
矯
陀
雌
維
の
耐
熱
性
に
強
調
が
生
や
る
程
編
著
な

相
違
は
な
い
様
に
思
は
札
る
。

二
穀
粒
内
成
識
に
封
す
る
温
熱
の
致
死
倖
用

穀象成品のったさと耐熱性

医 |供誤敏|致州問|
I I C%) 

大 型 原 1朗 51 

曲、 - 型 医 188 122 64.89 

第六表

毅
象
は
そ
の
卵
、
幼
翁
‘
輔
の
時
代
を
捜
粒
内
で
糎
渇
す
る
も
の
マ
あ
る
か
ら
、
輔
よ
り
羽
化
し
た
成
串
舗
は
穀
粒
か
ら
股
出
し
怠
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
然
し
羽
化
後
直
に
蹴
出
ず
る
も
の
で
は
念
〈
、
敷
日
聞
は
襲
粒
内
に
留
り
、
キ
チ
シ
質
の
硬
化
を
持
っ
て
然
る
後
穀
壁
を
破
り
脆

出
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
れ
で
同
じ
成
盆
で
も
脆
出
せ
る
も
の
と
、
今
向
穀
粒
内
に
習
っ
て
ゐ
る
羽
化
直
後
の
も
の
と
で
は
‘
自
ら
之

等
に
劃
す
る
温
熱
の
効
果
も
同
時
る
筈
で
あ
る
・
春
川
抽
博
士
に
依
る
と
、
奏
蛾
の
幼
虫
は
若
齢
の
も
の
L
方
が
老
熟
に
近
い
も
の
よ
り
も
識
に

血
相
岨
認
の
耐
邑
副
瞳
E

に
麓
い
て

歯周一一報

封
ず
る
抵
抗
力
が
弱
い
k
云
ふ
。
叉
殺
象
成
品
で
も
洞
化
直
後
の
術
殺
粒
内
に
侠
議
さ
れ
て
ゐ
る
時
代
と
、
脆
向
後
相
嘗
の
期
間
を
経
過
し

一ー一一一一一



綬
曲
家
の
耐
熊
笹
に
就
い
て

第
一
一
報

一ー一日一一一

て
完
全
に
成
熟
せ
る
時
代
と
で
は
、
そ
の
耐
熱
性
に
相
官
の
開
き
が
橡
想
さ
れ
る
韓
で
あ
為
。
然
し
此
底
で
は
雨
者
の
聞
に
如
何
な
る
抵
抗

カ
の
捕
り
が
あ
る
か
を
見
る
と
と
を
や
め
‘
資
際
問
題
を
考
慮
し
て
襲
粒
内
に
あ
る
成
最
は
、
設
粒
区
保
護
さ
れ
尤
ゐ
る
が
故
に
如
何
様
に

温
熱
の
効
泉
を
被
る
か
を
知
ら
ん
と
し
て
賓
験
を
試
み
た
。
従
っ
て
此
廃
に
得
た
成
績
は
、
般
粒
内
成
品
そ
の
も
の
L
抵
抗
力
(
之
ほ
脆
出

成
織
の
そ
れ
X
り
移
ろ
弱
い
と
と
が
橡
想
さ
れ
る
V

を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
と
を
指
摘
し
て
置
か
怠
け
れ
ば
左
ち
ゑ
い
。

新
に
撰
ぴ
州
レ
た
成
品
の
潜
む
殻
粒
に
、
温
熟
慮
理
b
E
加
へ
て
得
た
成
績
を
示
す
と
第
七
賓
の
如
く
で
あ
る
ι

今
そ
れ
に
就
き
論
識
を
進

め
た
い
と
思
ふ
。

《

1
)

温
度
並
に
接
蝿
時
間
と
致
死
と
の
閥
係

第
七
表
宣
見
る
と
四

O
度
で
は
一
二
時
間
の
鹿
理
で
舞
死
す
る
も
の
が
現
は
れ
、
二
四
時
間
で
五
一
・
九
五
%
、
邸
ち
約
A
T
散
が
舞
れ
、

三
六
時
間
で
全
部
が
死
ぬ
ζ

と
が
わ
か
る
P

五
O
度
で
は
一
2
0
分
以
・
上
で
死
ぬ
佃
睡
を
生
じ
、
六
時
間
で
4
0
0
%
が
雌
売
れ
る
。
か
く
て
廃

理
温
度
が
官
聞
く
な
る
程
同
一
致
死
事
を
得
る
震
の
接
縄
時
聞
は
短
縮
し
、
乙
の
閥
係
は
前
項
の
脆
同
成
識
の
場
合
に
於
#
る
と
全
く
同
様
で

あ
る
。又

同
一
温
度
に
於
け
る
接
蝿
時
間
と
致
死
率
と
の
醐
係
も
肱
出
成
識
の
場
合
と
金
〈
同
様
で
.
S
字
削
担
の
曲
線
を
以
て
表
は
さ
れ
る
が
、

同
一
程
度
の
致
死
事
E
得
る
鍵
に
ほ
と
の
場
合
、
接
働
時
閣
を
遥
か
に
延
長
し
・
な
け
れ
ば
-
た
ら
な
い
。
之
は
設
粒
の
温
度
ム
昇
に
相
官
の
時

聞
を
要
す
る
策
、
所
定
温
度
が
温
櫨
に
到
達
す
る
時
刻
が
遁
れ
る
と
と
に
基
因
す
る

O
は
明
か
で
あ
る
。

次
に
穀
粒
内
成
訟
の
一

O
O
M致
死
率
幽
鵠
並
に

O
，
%
致
死
率
的
線
を
圃
示
す
る
と
第
五
闘
の
如
く
に
た
り
、
股
出
戚
識
の
場
合
に
於
け

る
そ
れ
と
金
く
同
様
な
曲
線
を
得
る
が
、
と
の
場
合
の
方
が
同
じ
温
度
で
は
接
蝿
時
聞
が
長

4
た
り
、
同
じ
接
縄
時
聞
な
は
極
度
が
高
く
左



〈設牧内成掻〉

tR。。度 時間 ~=I悶死|致委寧平向致% 1限。C度|1時間 轍唱死|芋開1死事
1156131 5.36 • 1

1
40101 0 

ロj階間 2.回 4分

E lU1i 175 1 11761010 

回 9 10.包 特 I2 I 4.ぉ
9.581 1611 16.23 611 

541 8 ! 14.81 E 54 12 22.22 E 

65 15 23.国 68 46 68.回
120 11 25.34 60 SII 57.71 

E 回 16 27.59 E 32 15 総.88

56 32 55.56 48 39 81.25 
仰 24 " 51.95 1011 

E ぽ} 却 48.沼 E 52 49 

82 46 56.l0 1148148 叫
2811 70.29 1211 

1 I回 5211叫E 58 49 84.48 

回 68 1∞. 45 1 0.22 
95.ω 1分 0.11 

1'31 125 91.97 E 55 。。
70 70 100. 35 。。

6.521 3611 1∞.∞ 2 11 
E 回 83 l∞. E 46 6 お.凶

95 。。 46 28 印.f!l
30分 。 311 52.26 

E 50 。。
E 55 24 43.64 

92 3 3.26 51 39 76.日
!l絡協 15.59 70 4 11 'l7.2s 

I 43 12 27.91 E 41 32 I 78.05 

69 56 81.16 43 
回 55.06 も11 92.03 

指 11 28.95 E 51 50 i 98.∞ 

25 23 88.46 
4 11 88.76 611 判侶 1ぬ 95.72E 64 5'/ 的1.06 I 

68 43 43 lぽL
6'11 1叫∞ 守" 1∞.∞ 

I 34 34 ! 100. E 36 36 1∞. 

i量度並に接-蝿時間と致死率第七表

穀
象
の
耐
無
住
に
就
い
て

第
一
線

一一一一ーー一一_.__. 



般
袋
の
削
機
管
に
旗
い
て

日.∞34 117 3.92 51 
56.52 75 " 90 :16 部秒

回.倒46129 E 。621 0 

飢 95割

引

ω

n

a

n

E

 

n
M
y
n
u
τ
 

7.69 52 1 4 
即g901Y 9.51 印，

79.59 I 11.32 日 16I 

41 44 'Zl.C泡13 48 

E 
釦.12

見 20
1師"お.ω旬 g

87.04 47 併E 45.∞ 18 40 
第
一
線

ω 
1∞. 45 M

W

M

明

v
i

官且

P.f3.67 39 45 
1∞.∞ 1m" 77.72 120" 

100. 44 部.77お48 I 

1.回52 1 1 97.37 37 38 

E 
3.90 30秒97.58 1日n

5.回511 3 E 97.78 44 45 

15.49 

16.咽

11 71 1∞. 43 43 
16.24 4611 1∞. 1即

53 1 9 E 1∞. 44 44 E 

78.95 60 76 一川
パ
」

56 1 0 
内.8660" l∞ 。3o砂

80.77 42 52 E 33 1 0 E 

1∞. 
92.31 

49 49 21.82 12 55 
お.167511 16.73 45" 

72 78 I 11.臼431 6 I 

1∞. 49 44 国
1C氾.∞

100. 64 

49 

倒E 
也 n31.67 

回.∞

13.33 45 1 6 I 
. ，印，

一-一
三
回

る-(
2
v
 
脱
出
成
品
及
び
穀
粒
内

成
績
に
劃
す
る
温
熱
の
致
死
作

用
の
比
較

前
項
に
慣
れ
た
如
〈
.
同

温
度
に
於
て
同
一
致
死
率
を
得

ん
と
す
る
に
は
穀
粒
内
成
訟
に

封
し
接
蝿
時
闘
を
延
長
す
忌
必

要
が
あ
る
。
今
一
例
と
し
て
、

六
O
度
に
於
け
る
脆
出
並
に
按

粒
内
股
訟
の
致
死
率
と
接
慣
時

聞
と
の
閥
係
を
闘
示
せ
ば
第
六

闘
の
如
く
で
あ
る
。
卸
ち
南
者

は
相
似
的
な
S
字
型
的
践
を
呈

す
る
が
決
し
て
平
行
す
る
と
と

は
訟
く
、
高
率
と
な
る
に
艇
か



致死事曲線(難粒内成癒〉第五聞

I 1∞%政死..幽繊

0%致死率曲線

'JOO-80・ 90

度く00)

前 70

)Ji理温

50 

時
間
的
間
隔
が
贋
く
去
る
傾
向
が
著

L
ぃ
。
換
言
す
れ
ば
、
高
率
の
致
死
寧
を
縛

E 

12 

接

間 6

関4屯

10 

s 

。ι
zc 

ん
と
す
る
に
は
、
よ
り
町
置
き
接
簡
時
聞
の
延
長
を
必
要
と
す
る
課
で
あ
る
・
之
は

股
出
成
訟
が
直
に
所
定
温
度
に
接
燭
す
る
に
封
し
、
設
粒
内
成
績
は
先
づ
控
粒
が

時

漸
弐
熱
せ
ら
れ
て
所
定
温
度
に
撞
し
然
る
後
初
め
て
該
温
度
に
接
燭
し
聞
も
そ
れ

趨
に
穀
粒
の
温
度
上
昇
と
相
侠
っ
て
徐
身
に
熱
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
復
雑
た
過
程
を

脱出成品並』ζ按粒内成品に劃する

温熱の致死作用の比較 (60勺C)

第六圃

l~ JQ 包

〈分〉間
b 
時間

4 
2書

著書

誕

z 

IOU 

80 

Aν

《

u'

内

u

，O
4

す

命

円

却

致

死

圏

中

(
M
n
)

取
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
に
於
け
る
愛
熱
欣
態
に
顕
著
な
相
違
が
あ
る
と
と
、
加
熱
に
依
る
雨
者
の
水
分
副
賞
失
の
枇
態
が
全
然
出
舟
る
と
&
、

及
び
同
じ
懇
粒
内
成
患
に
し
て
も
厳
密
に
羽
化
直
後
の
も
の
&
正
に
股
出
直
前
に
あ
る
も
の
と
で
は
、
之
等
の
耐
熱
性
に
相
官
の
・
通
底
が
諌

幽

Eaの
耐
am酔
立
に
恥
い
て

曽野

一
線

一-一一一一
五



鍛
象
の
耐
無
償
に
就
い
V

で

第
一
報

恕
さ
れ
、
股
向
成
哉
と
穀
粒
内
成
島
酬
と
守
は
耐
熱
性
の
佃
髄
的
叫
変
動
の
程
度
が
遠
ふ
と
と
等
、
幾
多
の
原
因
に
依
る
も
の
と
思
ほ
れ
容
。
兎

三
三
六

劃
す
る
温
熱
の
効
果
が
よ
り
綾
漫
で
あ
る
と
と
を
示
す
も
D
で
あ
与
。

に
角
‘
舞
死
す
る
例
腫
が
現
は
れ
始
め
る
接
蝿
時
間
と
一

o
o
d
mが
死
に
至
る
接
縄
時
間
と
の
開
き
が
よ
り
大
き
い
事
は
、
殺
粒
内
成
惑
に

叉
賓
験
せ
る
各
種
温
度
に
於
て
、

「
耽
出
成
轟
↓

o
o
d
nを
殺
す
に
要
す
る
接
樹
時
間
」
と
「
毅
粒
内
成
掻
一

o
o
d
w
を
殺
す
に
要
す
る

温度。c 延 長 時 間 銀延長tむ

%。分40 1.8 

50 怒ぬn 5.1 

印 8 .. ，3偽書 3.4 

70 5 "1511 4.0 

回 2 "10" 3.0 

90 1，，25" 3.4 

1∞ 1 " 3.0 

接
鱗
時
間
』
ー
と
の
義
を
第
四
表
及
び
第
七
表
よ
り
算
出
し
‘
之
と
温
度
と
の
閥
係
を
見
る
と
第
八
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
之
は
、
震
組
向
一

成
惑
を
み
一
減
せ
し
め
る
需
に
は
股
向
成
溢
の
場
合
に
比
し
て

E
の
位
接
働
時
問
。
延
長
b
L
飴
儀
な
く
さ
れ
る
か
を
示
寸
も
の
で
あ
る
Q

と
の

表
に
依
A
V
明
か
念
る
如

4
・
四

O
度
よ
hν
六
O
度
ま
で
は
温
度
の
上
昇
と
共
に
延
長
時
間
は
念
激
に
短
縮
す
る
が
、
と
の
温
度
以
上
に
な
る

と
そ
の
短
縮
率
は
次
第
に
低
下
す
る
。
然
し
問
。
度
を
除
い
た
綿
て
の
場

合
、
設
粒
内
成
品
を
全
繊
そ
し
め
る
に
必
要
な
る
接
編
時
聞
は
脆
出
成
惑

の
そ
れ
に
比
し
芯
ヨ

i
u凡
俗
に
な
市
て
ゐ
る
。
・
如
是
、
一

O
O
d
m一
を
殺
さ

ん
と
飲
す
れ
ば
、
単
に
穀
壁
一
軍
に
保
護
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
だ
け
で
三
倍

高
は
そ
れ
以
上
白
接
縄
時
聞
の
延
長
を
必
要
と

る
事
賓
は
、
多
量
の
殻

物
内
に
混
在
す
る
客
轟
を
温
熱
に
依
り
駆
除
せ
ん
と
す
れ
ば
、
品
川
相
首
時

聞
の
延
長
を
像
儀
た
く
さ
れ
る
と
と
を
議
想
せ
し
め
る
に
充
分
で
あ
る
。

-Zを
一
姿
す
る
に
毅
粒
内
の
成
品
は
そ
の
抵
抗
力
の
如
何
に
拘
ら
や
穀
匙

に
保
護
さ
れ
て
ゐ
る
が
故
に
沼
鶏
の
効
果
を
著
じ
ぐ
被
験
難
い
と
云
ふ
こ

設粒内成惑を全部提死せ

しむるに要する延長時間

第八表

※延長比=~燈内成滋を歪穏を~Lめ得~障害爾
脱出成掻を全滅せしめ得る属高間



と
が
尚
来
る
。

《

3
v
慮
理
教
象
の
脆
向
能
力

一
度
温
熟
慮
理
を
受
け
た
穀
粒
内
成
島
酬
は
、
観
令
、
死
に
至
ら
や
し
て
快
復
す
る
に
し
て
も
、
営
然
そ
の
生
活
力
は
弱
ま
り
、
穀
壁
を
磁

孔
す
る
と
と
が
出
来
占
r
・
早
晩
は
舞
死
の
運
命
に
逢
着
す
る
も
の
も
い
く
ら
か
は
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
理
論
的
に
は
殺
粒
内
成

識
を
全
部
邸
死
せ
し
め
得
占
y
と
も
、
単
に
耽
出
能
力
を
聾
失
せ
し
め
る
程
度
で
も
防
除
の
目
的
は
連
せ
ら
れ
る
識
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の

程
度
に
慮
理
す
れ
ば
・

E
の
程
度
の
肱
出
不
能
を
富
市
し
得
る
か
を
知
ら
ん
が
魚
、
五

O
底
、
七

O
庶
の
温
度
に
就
き
宍
O
如
き
賓
験
を
試
み

?と
供
試
材
料
を
弐
の
如
き
一
一
一
匿
に
分
ち
、
夫
々
の
方
法
に
従
っ
て
脱
出
能
ガ
を
調
弓
叫
ん
。
師
ち
、

第

直

所
定
温
度
に
所
定
時
間
曝
露
し
た
後
、
遁
営
な
る
淑
鉱
内
約
七
五
%
)
を
奥
へ
せ
二
五
度
に
保
護

h
を
の
腔
出
世
及

ぴ
肱
出
し
縛
守
し
て
舞
死
せ
る
離
を
調
査

第

直

第
一
匿
と
同
ヒ
慮
理
を
泊
し
た
材
料
を
二
五
度
に
二
四
時
間
保
護
し
、
然
る
後
穀
粒
を
破
摘
し
て
成
島
掛
川
申
告
死
を
調
叢

第

直

封
照
置
と
じ
で
無
鹿
理
の
材
料
を
第
一
匿
と
同
様
の
像
件
下
に
保
護
し
、
院
出
数
及
び
肱
出
し
得
や
し
甲
骨
一
舞
死
せ
為
敷

を
調
査

畠
田
象
の
耐
熱
舎
に
厳
い
て

第
一
鍋

一
二
三
七

か
く
て
得
た
成
績
陰
第
九
表
に
示
ず
如
く
で
あ
る
。

第
九
衰
の
第
一
一
嵐
補
正
致
死
率
と
第
二
直
致
死
事
と
の
差
は
、
温
熱
に
依
る
直
接
の
致
死
作
用
は
被
ら
た
い
が
脆
出
能
力
一を
失
っ
た
需
に

設
桂
内
で
舞
挺
し
た
制
値
白
百
分
率
、
部
ち
脱
出
不
能
率
笠
原
す
。
各
島
理
を
油
じ
て
と
の
脆
向
不
能
障
・
佐
見
る

κ、
k
C鹿
島

i
六
分
の
底



般
曲
車
の
耐
熱
笹
に
就
い
て

理
で
プ
五
八
%
、

度

1
4
一
時
間
で
一
八
・丸

二
%
と
た
り
場
合
に
依
つ

て
著
し
い
懸
隔
が
あ
る
・

然
し
同
一
温
度
、
印
ち
七

O
度
の
場
合
だ
け
を
見
る

と
‘
接
蝿
時
間
が
長
〈
た

る
穂
股
出
不
能
率
の
低
下

が
あ
る
様
に
見
受
け
ら
れ

る
が
、
賓
胎
回
数
が
少
い

の
で
確
言
は
出
来
た
い
。 五。

第
一
線

一一ごニ八

※禰政硝_.i議FE
x : 1 J.lIi 致死軍事

致死穆y: III匝

成理殻象の股出能力

底 理 医 !供筑敵
数死咋死率1:死語

続出
不能率

2仰 193 80.42 79.15 18.92 

ぽ)0-2時間 E 171 103 60.23 

E 247 15 6.W 

日0 70 回.04 日羽 8.96 

問。'-2分 E 100 田 50.∞ 
E 114 1;3 11.40 

f51.即 町'.12 5.58 

問。-3分 I 52 32 61.54 

E fJl l 1.76 

|日 43 81.13 81..13 4.臼

51 39 7&47 

回 。。
49 47 95.92 95.児 1.国

?CP-6分 E 回 田 94.34 

， III 46 。。

但し

向
温
度
の
高
低
に
依
つ
で
も
脆
出
不
能
率
に
何
等
か
の
傾
向
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
ξ
思
は
れ
る
が
と
の
結
は
未
だ
明
か
で
な
い
。

第九表

聞
と
、 前

述
。
結
果
に
依
る
と
商
事
の
致
死
を
得
る
鹿
理
に
於
て
は
、
脱
出
不
能
率
は
五
%
以
下
と
た
り
、

一
O
O
Mに
即
死
せ
し
め
る
接
縄
時

一
O
O
Mに
印
死
若
し
く
は
脆
出
不
能
で
舞
死
せ
し
め
る
接
蝿
時
間
と
わ
聞
に
は
中
へ
し
た
開
き
が
た
い
と
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
貸

際
問
題
と
し
て
は
一

O
O
M
に
舞
托
せ
し
め
る
慮
理
に
準
緩
し
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
股
出
不
能
な
る
佃
髄
敢
に
は
大
し
た
期

待
が
持
て
な
い
と
と
に
な
る
様
で
あ
る
。



底理穀象の股同紙態

下思プ 1 2 I 3 1 4 5 I 6 I 7 I 8 9 10 

穴)0-2分lil理 。。 1 7 11 16 l 1 。。
お照〈無慮理〉 1 1 6 30 32 19 3 1 。。

向。-3分lil理 。 3 3 6 2 5 1 。。。
重苦 照 10 10 8 18 4 4 2 。。。

70"-4分慮理 。。 3 2 4 1 。。。。
劃 照 5 10 25 3 7 。。'0 。。
向。-6分慮理 。 υ 1 。。 1 。。。。
聖司 照 11 22 10 2 1 。。。。。

'--

第-'-()表(-)

般
曲
家
の
耐
熱
世
に
就
い
て

第
一
線

以
上
越
日
へ
た
所
に
依
り
麻
偉
欣
態
よ
り
按
複
し
た
麓
象
成
品
の
肱
品
世

カ
は
、
誼
賞
な
る
鎌
件
下
で
は
議
想
以
上
に
大
き
い
と
と
が
ゐ
か
る
が
、

そ
の
耽
出
欣
態
を
調
べ
た
成
績
を
一
示
す
と
第
一

O
表
の
如
く
で
あ
る
。
帥

三
日
、

ち
底
理
後
股
出
ま
で
に
要
す
る
平
均
日
撒
は
底
理
置
に
於
て
凶
・
三
l
主
・

無
慮
理
医
に
於
て
ニ
・
一

l
四
・
八
日
で
あ
り
、

前
者
に
於
て

0
・

五
1
4
一
・
四
日
だ
け
長
〈
怠
る
。

之
は
鹿
理
穀
象
が
曲
解
陣
軟
態
よ
り
快
復

L
、
股
間
能
力
を
獲
得
す
る
ま
で
に
要
す
る
日
教
に
相
官
す
る
も
の
で
あ

る
。
叉
と
の
遅
延
日
数
は
接
慣
時
聞
が
長
〈
た
る
程
長
く
な
る
傾
向
を
示

し
、
島
市

C
度
!
二
分
の
鹿
理
で
最
短
円
0
・
五
日
V

で
あ
り
、
七
O
度
|
六

分
で
最
長
(
二
・
問
日
〉
と
な
る
。
印
ち
強
度
の
鹿
理
を
受
け
れ
ば
そ
れ
だ

. 、

第一O表(二〉

脱出遅延日敷

医
|股出迄|股雌
の苧均 延日数
日数

70"-2分 5.3 
0.5 

重苦 照 4.8 

700-3分

望自 照

問。-4分 4.3 
1.4 

重苦 照 2.9 

7r:P-6分 4.5 
2.4 

封 照 2.1 

一一一三九



担
額
拍
車
の
耐
然
性
に
就
い
て

第
一
線

三
周
。

け
麻
揮
の
程
度
が
箸
じ
〈
な
り
、
そ
の
快
復
に
よ
り
多
く
の
時
聞
を
必
要
と
す
る
と
と
が
肯
か
れ
る
・

圏、

摘

要

教
信
玖
成
品
の
耐
熱
性
を
知
る
と
共
に
、
之
が
防
除
上
に
が
A
け
る
現
熱
の
効
果
を
窺
知
す
る
問
的
を
以
て
賓
臓
を
打
玖
戎
四
如
さ
給
処
彩
碍

た
る

て
既
出
せ
る
穀
象
成
過
は
、
蝿
氏
四
六
度
に
於
て
麻
揮
欣
態
に
陥
る
佃
帽
を
生
参
る
が
、
四
セ
度
ほ
於

τそ
の
紺
宇
設
が
康
嫁
す
る
ほ
至

二
、
麻
樺
率
と
接
師
時
間
と
の
闘
係
は
S
字
型
の
尚
線
を
以
で
表
は
さ
れ
る
。
文
一

codw陣
陣
率
的
棋
は
双
尚
鯨
様
を
皐
す
る
1

一
司
一
、
臨
輝
秋
態
よ
り
抜
復
せ
る
設
象
の
死
亡
率
は
初
め
の
二
週
間
に
比
較
的
高
〈
、
雨
後
正
常
欲
態
に
復
腕
ず
る
・
ホ

O
度
l
二
分
宇
O
秒

の
鹿
理
に
於
て
、
正
常
献
態
に
復
闘
せ
る
設
象
の
敷
は
、
底
理
後
蘇
生
せ
る
敷
に
脅
し
、
六
む
}
セ
O
U
W
に
相
賞
す
る
。

閥
、
同
コ
温
度
に
於
で
ほ
、
接
調
時
聞
が
長
ぐ
た
る
に
つ
れ
瞬
間
成
品
の
致
死
率
は
高
〈
な
り
、
そ
の
雨
者
聞
の
関
係
は
S
字
視
の
曲
棋
を

以
て
表
は
さ
れ
る
。
叉
同
一
致
死
率
を
得
る
に
要
す
る
接
蝿
時
聞
は
温
度
の
上
昇
左
会
に
短
縮
す
る
。

五
、
一

ooum致
死
事
的
観
は
双
曲
線
を
暴
す
る
。
印
ち
温
度
の
上
昇
と
共
に
接
続
時
聞
は
短
縮
す
る
が
、
同
時
に
そ
の
短
縮
率
も
遁
減
す

る
-
叉
一

oodw麻
陣
容
働
組
と

Odm致
死
率
的
線
と
は
七

O度
l
凶
五
秒
の
黙
で
交
叉
す
る
。

六
、
麻
擁
蹴
態
の
細
線
は
温
度
の
上
昇
と
共
に
甑
析
す
る
が
毛
の
短
縮
率
も
亦
逓
減
す
る
。

七
‘
人
却
設
象
ば
小
型
穀
象
よ
り
も
熟
に
封
ず
る
抵
悦
カ
が
著
し
く
必
い
。
そ
の
耐
熱
性
は
雌
雄
に
依
り
相
遣
を
由
主
し
khF。



入
、
監
粒
内
成
越
に
於
け
る
致
死
事
と
慮
理
温
度
及
び
接
蝿
時
間
と
の
附
係
は
穂
て
股
出
成
誌
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
る
島

丸
、
盤
粒
内
成
品
は
股
出
成
品
に
比
し
著
し
く
視
熱
の
影
響
を
被
り
難
い
。
そ
の
一

O
O
%
の
致
死
容
を
期
ぜ
ん
と
す
る
に
は
股
間
成
轟
の

場
合
よ
り
も
一
一
一
|
五
倍
の
接
蝿
時
間
の
延
長
を
必
要
と
す
る
。

一
O
、
底
理
後
快
復
せ
る
襲
粒
内
成
惑
の
脆
向
能
力
は
比
較
的
大
き
い
。
脱
出
不
能
率
は
高
度
の
庭
理
を
行
ふ
程
低
下
す
る
様
に
見
受
け
ら

れ
る
。

一
て
底
理
穀
象
の
股
出
遅
延
日
数
は
、
七
O
度
l
二
分
の
鹿
理
で

0
・
五
日
、
七
O
度
!
六
分
で
二
・
四
日
で
あ
り
、
同
一
温
度
で
は
接
簡

銀
畿
の
耐
邑
耐
性
に
就
い
て

第
一
極

一戸一岡山一

時
間
の
延
長
と
共
に
後
〈
た
る
。
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日
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加
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第
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線
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褒
睡
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の
高
温
に
劃
す
る
也
統
力

〈

7
v

春
川
忠
由
ロ
・
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代
三
郎

清
明

泉
質
婚
に
謝
す
る
筆
画
開
産
果
賓
め
加
組
問
消
毒
法
の
研
究
第
一
線

蜜
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小
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